
参加市町村提出資料のまとめ（関東ブロック）
１ 参加市町村における官民連携事業の実績（※取組中含む）

３ 参加市町村が感じている官民連携事業に取り組むにあたっての課題

○組織体制・条例等の庁内の体制づくり
○官民連携事業そのものや事業スキーム、リスク分担、モニタリング等についての職員のノウハウの形成や庁内の横展開
○議会、地域住民の理解や合意形成、地域住民の参画
○中小規模の自治体や事業への民間事業者の参入意欲の確認、参入に向けたインセンティブの設定

◆指定管理

○サービスの質の向上
○財政支出の抑制・平準化
○地方公共団体にはない知見・ノウハウの導入、それに伴う集客の増加や
収益事業の創出

【官民連携事業を想定する案件の有無】

➀活用したい、または整備したい施設がある 13団体
➁現在、案件はないが官民連携には関心がある １団体

【官民連携事業を通じて民間に望んでいること】

【官民連携事業を想定する案件】

◆定期借地 ◆PFI事業

２ 参加市町村の状況

資料５－３

○境町：
定住促進住宅

○つくばみらい市：
みらい平コミュニティセンター

○古河市：
官民複合施設

○那須塩原市：
防犯灯LED化事業

◆ESCO事業

○沼田市：
市立図書館ESCO事業

○館林市：
学校給食センター(BTO)

自治体名 案件名

沼田市 複合施設等の包括管理、民間提案制度の構築

毛呂山町 都市公園の再整備・運営

杉戸町 小学校跡地の有効活用

甲斐市 公共施設跡地を活用した集客施設の整備・運営

飯山市 中学校跡地の土地・建物の活用

○東吾妻町：
箱島湧水発電事業(BTO)

◆Park-PFI
○湯河原町：
万葉公園再整備事業

温泉場全体の地域戦略
の検討に伴い、 Park-
PFI制度を活用し、万葉
公園の再整備事業を実施

子育て拠点施設の整備
に伴い、民間独自提案
事業と併せての民間施
設整備を実施予定


